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も
忘
れ
が
た
い
名
作
を
数
多
く
残
し
た
土
門
の
、生
誕

一
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、本
展
は
そ
の
巡
回
展

と
な
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、一
人
の
写
真
家
が
自
分
の
生
き
た
時
代
と
し

て
撮
っ
た「
昭
和
」と
、鋭
い
眼
で
選
び
出
し
た「
日
本
の
美
」

を
一
望
に
し
ま
す
。ま
た
、土
門
の
全
仕
事
を
４
つ
の
テ
ー
マ

に
分
け
て
追
う
こ
と
で
、さ
ら
に
昭
和
の
歩
み
も
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
、撮
影
し
た
当
時
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
プ
リ
ン
ト

や
、未
発
表
作
品
の
他
、七
尾
会
場
の
み
の
特
別
展
示
も
あ

り
ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
戦
前
・
戦
中
の
仕
事
◆
（
一
九
三
五
〜
四
四
）

①
最
近
発
見
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
経
済
学
部
の
卒
業
ア
ル

　

バ
ム
な
ど
、
駆
け
出
し
時
代
の
仕
事

　

早
稲
田
大
学

以
外
で
の
初
公

開
と
な
る
、同
大

学
政
治
経
済
学

部
の
卒
業
ア
ル
バ

ム
写
真
を
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
た
、26
歳
で

名
取
洋
之
助
主
催
の「
日
本
工
房
」に
入
社
し
、報
道
写
真

の
基
礎
を
学
ん
だ
土
門
は
、海
外
に
日
本
の
文
化
を
紹
介

す
る
大
判
の
グ
ラ
フ
雑
誌『
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
』の
た
め
に
、

シ
ャ
ー
プ
で
力
強
い
戦
前
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
傑
作
を
撮
り

下
ろ
し
、自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
明
快
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

②
文
楽

　

昭
和
16（
一
九
四
一
）年
夏
か
ら
足
掛
け
３
年
、激
化
す
る

太
平
洋
戦
争
の
中
で
、土
門
は
文
楽
の
舞
台
に
熱
中
し
ま

し
た
。

　

大
阪
と
東
京
の
興
行
に
通
い
、大
型
カ
メ
ラ
で
舞
台
、人

形
、名
人
、楽
屋
な
ど
を
記
録
、文
楽
座
も
人
形
も
戦
火
で

焼
失
し
ま
し
た

が
、土
門
が
自
宅

の
地
下
に
埋
め
て

戦
火
か
ら
守
っ
た

と
い
う
ガ
ラ
ス
乾

板
に
は
、そ
れ
ら

が
今
も
鮮
鋭
に

写
し
留
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

③
室
生
寺
と
仏
像
写
真

　

昭
和
14（
一
九
三
九
）年
に
初
め
て
訪
れ
て
以
来
、室
生
寺

に
通
い
詰
め
、第
２
の
故
郷
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、戦
中
に

は
平
安
初
期
の

木
彫
仏
に
惹
か

れ
、戦
時
下
に
も

全
国
を
行
脚
し

て
撮
影
し
ま
し

た
。そ
の
仏
た
ち

は
、ま
る
で
生
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

◆
戦
後
日
本
の
歩
み
と
と
も
に
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
四
六
〜
六
七
）

①
戦
後
間
も
な
い
東
京
や
、「
政
治
の
時
代
」の
報
道
写
真

　

土
門
は
、戦
中
に
国
策
宣
伝
の
仕
事
に
従
事
し
た
反
省

を
も
と
に
、戦
後
日
本
の
現
実
に
取
り
組
み
、ア
マ
チ
ュ
ア

写
真
家
に
も
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真
の
志
向
を
推
奨
し
、多
大

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
に
向
か
う
日
本
の
中
で
、ド
キ
ュ
メ
ン
ト

「
江
東
の
こ
ど
も
」、砂
川
・
内
灘
闘
争
、第
二
次
羽
田
闘
争

ま
で
、「
政
治
の
時
代
」の
報
道
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

一
方
、こ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
の
中
で
、切
り
捨
て
ら
れ
て

●
プ
ロ
ロ
ー
グ
●

　

土
門
拳

（
一
九
〇
九

〜
九
〇
）は
、

山
形
県
飽
海

郡
酒
田
町

（
現
、
酒
田

市
）に
生
ま

れ
、７
歳
で
東
京
へ
、９
歳
で
横
浜
に
移
住
、画
家
志
望
の
中

学
時
代
を
過
ご
し
、中
学
卒
業
後
は
職
を
転
々
と
し
ま
し

た
。

　

土
門
の
作
家
活
動
は
、昭
和
10（
一
九
三
五
）年
、26
歳
で

「
報
道
写
真
」を
掲
げ
る
集
団「
日
本
工
房
」に
入
っ
て
以

来
、脳
血
栓
で
倒
れ
る
同
54
年
ま
で
足
か
け
45
年
に
わ
た

り
ま
す
。そ
の
間
の
日
本
は
、日
中
戦
争
、太
平
洋
戦
争
、敗

戦
、戦
後
復
興
、高
度
成
長
期
と
、ま
さ
に
激
動
の
時
代
で

し
た
。土
門
は「
日
本
と
日
本
人
が
好
き
」と
宣
言
し
、自
分

が
惹
か
れ
た
対
象
を
凝
視
し
、物
事
の
本
質
を
捉
え
よ
う

と
し
ま
し
た
。被
写
体
が
何
で
あ
れ
、自
ら
を「
報
道
写
真

家
」と
し
て
位
置
づ
け
、激
動
の
昭
和
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
は
、数
々
の
職
業
を
経
て
写
真
家
と
な
り
、

晩
年
は
車
椅
子
で
撮
影
し
続
け
る
と
い
う
波
乱
の
人
生
を

送
り
な
が
ら
も
、つ
ね
に
全
力
で
被
写
体
に
ぶ
つ
か
り
、ド

キ
ュ
メ
ン
ト
、人
物
、古
美
術
、建
築
、風
景
、そ
の
い
ず
れ
に

2

　
　
　
　

平
成
22
年
７
月
３
日（
土
）〜

９
月
26
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

開
館
15
周
年
記
念

「
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
写
真
展　

土
門
拳
の
昭
和
」

　

７
月
31
日（
土
）～
９
月
26
日（
日
）

［
会
期
中
無
休
］

◆
第
一･

第
二･

第
三
展
示
室

「土門拳（写真家）セルフポート」
「昭和 38 年

「早稲田大学政治経済学部経済科
「卒業アルバム」昭和 11 年

「文楽　吉田文五郎の左手」
「昭和 16 年

「室生寺金堂 十二神将立像（未神）
「頭部」昭和16〜18年



は
人
や
物
を
底

ま
で
あ
ば
く
」

と
称
賛
、
そ
の

執
拗
な
撮
影
で
、

画
家
・
梅
原
龍

三
郎
を
怒
ら
せ

た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
有
名
で
す
。

　

土
門
は
自
分
が
撮
り
た
い
人
物
の
名
を
襖
や
巻
紙
に
墨

書
し
、
室
内
に
貼
り
付
け
ま
し
た
。
構
想
10
年
、
最
終
的

に
は
85
人
を
収
録
し
た
『
風
貌
』
を
昭
和
28
（
一
九
五
三
）

年
に
出
版
し
、
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。　

　

今
回
は
、
土
門
家
に
残
さ
れ
て
い
た
撮
影
当
時
の
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
プ
リ
ン
ト
（
当
巡
回
展
初
公
開
）
を
含
め
た
人

物
写
真
の
傑
作
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
日
本
の
美
◆
（
一
九
六
一
〜
七
九
）
カ
ラ
ー

①
古
寺
巡
礼

　

昭
和
34
（
一
九

五
九
）
年
、
脳
出

血
の
軽
い
発
作
に

襲
わ
れ
た
の
ち
、

35
ミ
リ
カ
メ
ラ
を

あ
き
ら
め
、
大
型

カ
メ
ラ
、
カ
ラ
ー

フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
を
始
め
、
再
度
倒
れ
て
車
椅
子
で
の
撮

影
に
な
っ
て
か
ら
も
完
成
を
望
み
、写
真
集
『
古
寺
巡
礼
』

（
Ａ
３
判
の
桐
箱
入
り
、
全
５
集
）
が
昭
和
38
年
か
ら
50

年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
門
が
選
ぶ
基
準
は
「
豪
壮
で
強
い｣

「
個
性
的
で
美

し
い
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
土
門
が
自
ら
の
眼
で
選
ん
で
撮

影
し
編
纂
し
た
、
仏
像
や
建
築
、
庭
園
な
ど
は
、
日
本
の

美
術
史
で
あ
り
、日
本
文
化
の
力
強
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

②
日
本
の
美

　

や
き
も
の
、古
建
築
の
細
部
や
古
九
谷
な
ど
の
古
美
術
品

と
、土
門
の
眼
が
切
り
取
っ
た
日
本
の
美
、風
景
を
紹
介
し

ま
す
。

　

土
門
に
と
っ
て

「
風
景
」は
あ
く
ま

で
も
撮
影
合
間
の

「
余
禄
」で
し
た
。し

か
し
、車
椅
子
に
よ

る
撮
影
を
始
め
て

か
ら
は
、野
の
花
の

生
命
力
や
風
情
に
惹
か
れ
、風
景
写
真
を
撮
る
こ
と
を
喜
び

と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
展
示
》

　

開
館
15
周
年
を
記

念
し
て
、
七
尾
会
場

の
み
野
々
村
仁
清
作

の
国
宝｢

色
絵
雉
香

炉｣(

石
川
県
立
美
術

館
蔵
）
を
土
門
が
昭

和
38
（
一
九
六
三
）

年
に
撮
影
し
た
作
品

や
、
土
門
が
撮
影
し
た
古
九
谷
作
品
と
共
に
、
そ
の
被
写

体
と
な
っ
た
古
九
谷
の
名
品
３
点
（
何
れ
も
石
川
県
立
美

術
館
蔵
）
を
特
別
展
示
し
ま
す
。

◆「
激
動
日
本
を
捉
え
た 

写
真
家
・
土
門
拳
」映
像
◆

　

 

制
作
／
㈶
土
門
拳
記
念
館
、
㈱
ク
レ
ヴ
ィ
ス（
平
成
21
年
制
作
）

　

 

上
映
時
間
／
約
15
分

　

土
門
の
長
女
で
、
財
団
法
人
土
門
拳
記
念
館
の
館
長
で

も
あ
る
池
田
真
魚
氏
監
修
の
映
像
で
、
氏
の
肉
声
も
収
録

さ
れ
た
貴
重
な
も
の
で
す
。

3

い
く
人
々
に
眼
を
向
け
、憤
り
を
感
じ
、報
道
写
真
家
と
し

て
の
使
命
感
に
燃
え
て
撮
り
続
け
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

②
ヒ
ロ
シ
マ

　

原
爆
投
下
13
年
目
、
後

遺
症
に
苦
し
む
広
島
の
被

爆
者
を
、
カ
メ
ラ
を
手
に

す
る
人
間
と
し
て
使
命
感

に
駆
ら
れ
て
撮
影
し
た
渾

身
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

　

目
を
背
け
た
く
な
る
よ

う
な
現
実
、
そ
の
苦
し
み

が
忘
れ
去
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
こ
の
作
品
群
は
こ
れ

か
ら
も
人
々
に
語
り
続
け

て
い
く
の
で
す
。

③
筑
豊
の
こ
ど
も
た
ち

　

昭
和
30（
一
九
五
五
）年
、政
府
の
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
策
に
よ
っ
て
、炭
坑
労
働
者
は
一
方
的
に
切

り
捨
て
ら
れ
、困
窮
生
活

に
陥
り
ま
し
た
。土
門
は

同
34
年
の
暮
れ
、閉
山
さ

せ
ら
れ
た
筑
豊
の
炭
鉱
地

帯
に
入
り
、そ
の
悲
惨
な

生
活
や
、極
貧
の
中
で
も

た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
捉
え
、炭

坑
問
題
を
社
会
に
訴
え
ま

し
た
。

　

翌
年
、定
価
一
〇
〇
円

で
刊
行
さ
れ
た
写
真
集

『
筑
豊
の
子
ど
も
た
ち
』は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、10
万
部

を
売
り
上
げ
た
の
で
し
た
。

◆
風
貌
◆
（
一
九
三
六
〜
六
七
）

　

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
迫
る
人
物
写
真
は
戦
前
か
ら
定
評

が
あ
り
、
彫
刻
家
の
高
村
光
太
郎
は
「
土
門
拳
の
レ
ン
ズ

◇
観　

覧　

料

大
高
生

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個　

人

団　

体

　
　
　
　
　
　
　

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「原爆ドームと元安川」昭和 32 年

「雪の室生寺五重塔」昭和 53 年

「るみえちゃんとさゆりちゃん」昭和 34 年

「梅原龍三郎（洋画家）
「東京･麻布･自宅」昭和16年

「古九谷 青手桜花散らし更紗文平鉢」
「昭和 38 年

「唐招提寺金堂　千手観音立像
「左脇千手詳細」昭和 38 年



土
門
拳
展
関
連
事
業
の
お
知
ら
せ

①
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
要
観
覧
券
）

　

当
館
学
芸
員
に
よ
る
展
示
作
品
解
説
。

　

名
作
誕
生
秘
話
や
感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
「
こ
こ
だ
け
の
話
が

聞
け
ま
す
。

　

日　

時
●
８
月
22
日
（
日
）　

10
時
〜
11
時
15
分

　

定　

員
●
20
名
（
高
校
生
以
上
）

②
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

写
真
家
の
橋
本
義
則
氏
（
七
尾
美
術
作
家
協
会
会
員
）
を
講
師

に
迎
え
、
流
行
の
フ
ォ
ト
俳
句
に
挑
戦
。
山
の
寺
寺
院
群
を
訪
ね

「
こ
れ
！
」
と
感
じ
た
風
物
を
撮
影
し
、
そ
の
画
像
に
俳
句
を
添

え
ま
す
。
完
成
作
品
は
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
展
示
し
ま
す
。

（
協
力
…
写
団
の
と
、
八
㟢
秀
峰
氏
、
鵬
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

    

ク
ラ
ブ
、
㈱
ニ
コ
ン
）

　

持
ち
物
●
参
加
費
、
筆
記
用
具
、
昼
食
な
ど

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ（
貸
出
可
能
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

子
ど
も
の
部　

子
ど
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
誕
生
Ⅸ
！

Ⓐ
夏
の
思
い
出
♪
フ
ォ
ト
俳
句

　

日　

時
●
８
月
８
日
（
日
）
９
時
〜
15
時
30
分

　

定　

員
●
10
名
（
小
・
中
学
生
）

　
　
　
　
　

※
小
学
２
年
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴
。

　

参
加
費
●
５
０
０
円
（
印
画
紙
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
代
含
む
）

　

作
品
展
●
８
月
12
日
（
木
）
〜
29
日
（
日
）

一
般
の
部

Ⓑ
ふ
と
目
を
と
め
て
♪
フ
ォ
ト
俳
句

　

日　

時
●
９
月
５
日
（
日
）
９
時
〜
15
時
30
分

　

定　

員
●
16
名
（
高
校
生
以
上
）

　

参
加
費
●
８
０
０
円
（
印
画
紙
、
額
代
含
む
）

　
　
　
　
　

※
別
途
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

　

作
品
展
●
９
月
９
日
（
木
）
〜
26
日
（
日
）

①
・
②
共
通

　

申
込
●
七
尾
美
術
館　

☎
０
７
６
７(

53)

１
５
０
０

　
　
　
　

７
月
15
日
（
木
）
９
時
〜

　

友
の
会
会
員
先
行
受
付
（
①
②
一
般
の
部
）

　
　
　
　

７
月
４
日
（
日
）
９
時
〜

　

締
切
●
①
定
員
数
に
達
し
次
第
締
切

　
　
　
　

②
Ⓐ
７
月
31
日
（
土
）
Ⓑ
８
月
31
日
（
火
）

4

　

当
館
は
平
成
７
年
４
月
に
開
館
し
、
本
年
で
15
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
今
、
長
引
く
不
況
の
影
響
な
ど
で
美
術
館
や
博
物

館
に
は
厳
し
い
時
代
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
当
館

が
開
館
以
来
、
現
在
ま
で
活
動
を
継
続
し
え
た
の
も
、
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
・
ご
配
慮
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

こ
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
当
館
の
開
館
に
は
様
々
な
目
的
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、中
で
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
の
が
、「
池

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
所
蔵
・
展
示
場
所
と
し
て
の
役
割

で
し
た
。

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、七
尾
市
名
誉
市
民
で
あ
っ

た
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
（
一
九
〇
七
〜
八
七
）
が
生
前

に
蒐
集
し
た
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
す
。

　

氏
は
七
尾
市
出
身
で
、
岐
阜
県
大
垣
市
を
拠
点
に
中

部
地
方
き
っ
て
の
経
済
人
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、
美

術
品
に
大
き
な
愛
着
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
多
く
の

作
品
を
蒐
集
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
氏
の
没
後
、
昭
和
63
年
に
そ
の
蒐
集
品
よ
り
陶

磁
器
や
日
本
画
な
ど
日
本
美
術
の
作
品
計
一
二
五
点
が
、

ご
遺
族
の
ご
好
意
に
よ
り
七
尾
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
当
時
七
尾
市
に
は
そ
れ
ら
の
作
品
を
所
蔵
・
展
示

す
る
施
設
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
美
術
館
建
設

の
話
が
ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
当
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
寄
附
さ
れ
た
作
品
が
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
、

当
館
所
蔵
品
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
て
、開
館
以
後「
所

蔵
品
展
」
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、
追
加
の
ご
寄
附
な
ど
も
あ
り
現
在
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

合
計
一
七
〇
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
69
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
展
」

　
　
　
　
　
　
　

７
月
３
日(

土)

～
25
日(

日)

　

本
展
で
は
そ
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
四
九
点
を
紹
介
し
ま
す
。

《
主
な
出
品
作
品
》

①
日
本
画
「
蓬
莱
山
図
」

菱
田
春
草
（
一
八
七
三
〜
一
九
一
一
）
作

　

不
老
不
死
の
仙
人
が
住
む
と
い
う
伝
説
の
島
・
蓬
莱

山
。
松
竹
梅
や
鶴
亀
と
と
も
に
、
祝
儀
の
象
徴
と
し
て
も

登
場
し
ま
す
。
こ
の
作
品
の
蓬
莱
山
は
淡
い
タ
ッ
チ
・
色

調
で
統
一
さ
れ
て
と
て
も
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、

山
の
頂
上
に
松
、
霧
に
か
す
む
山
の
中
腹
に
は
鶴
の
群
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

菱
田
春
草
は
長
野
県
出
身
で
、
岡
倉
天
心
に
従
っ
て
日

本
美
術
院
結
成
に
参
加
、
横
山
大
観
ら
と
共
に
輪
郭
線

を
描
か
な
い
彩
色
画
「
朦
朧
体
」
を
試
み
る
な
ど
、
明

治
日
本
画
の
新
し
い
表
現
を
追
求
し
ま
し
た
。

②
陶
磁
器
「
織
部
舟
人
物
図
茶
碗
」

江
戸
時
代
（
一
七
世
紀
）
制
作

　

こ
の
作
品
の
よ
う
な
平
ら
な
形
状
の
茶
碗
を
平
茶
碗
と

い
い
、
夏
に
よ
く
使
用
さ
れ
ま
す
。
表
面
に
は
小
船
と
船

頭
が
軽
快
な
筆
致
で
描
か
れ
、
め
い
っ
ぱ
い
そ
り
返
っ
た

帆
や
渦
を
巻
く
ロ
ー
プ
な
ど
が
、
強
い
風
を
受
け
て
全
力

疾
走
す
る
船
の
様
子
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

　

織
部
焼
は
桃
山
〜
江
戸
時
代
前
期
頃
に
か
け
て
、
現
在

の
岐
阜
県
美
濃
地
方
で
制
作
さ
れ
た
や
き
も
の
で
、
自
由

◆
第
一･

第
二
展
示
室
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七
尾
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
モ
ン
ト
レ
ー
市
は
、世
界
三
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
一
つ
で
あ
る「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
Ｍ

Ｊ
Ｆ
）」の
開
催
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　

そ
の
モ
ン
ト
レ
ー
市
と
七
尾
市
和
倉
温
泉
観
光
協
会
が
、

ジ
ャ
ズ
を
通
し
て
の
友
好
を
目
的
と
し
て
、平
成
元
年
に

「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

イ
ン 

能
登
」を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、今
年
７
月
31
日（
土
）の
開
催
で
第
22
回
目

を
迎
え
ま
す
。当
館
で
は
こ
れ
に
あ
わ
せ
、モ
ン
ト
レ
ー
市
か

ら
七
尾
市
・
和
倉
温
泉
観
光
協
会
・
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組

合
へ
寄
贈
さ
れ
た
、Ｍ
Ｊ
Ｆ
ポ
ス
タ
ー
50
枚
を
展
示
・
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、一
九
六
三
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
間

に
ア
メ
リ
カ
の
作
家E

A
R

L
 N

E
W

M
A

N

氏
が
、著
名
な

ジ
ャ
ズ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
演
奏
す
る
姿
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
法
で
制
作
し
た
も
の

で
す
。

　

ジ
ャ
ズ
の
本
場
な
ら
で
は
の
躍
動
感
溢
れ
る
表
現
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
料
は｢

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
展｣

と
共
通
料
金
で
す
。

当
館
所
蔵
長
谷
川
等
伯
作
品
展
示
情
報

　

今
年
は「
長
谷
川
等
伯
没
後
四
〇
〇
年
」。

　

そ
の
記
念
と
し
て
当
館
で
は
、次
の
予
定
で
所
蔵
の

等
伯
作
品
を
特
別
展
示
し
ま
す
。

①
「
愛
宕
権
現
図
」

展
示
期
間　

７
月
３
日（
土
）〜
24
日（
日
）

（「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
展
」内
で
展
示
）

②
「
善
女
龍
王
図
」

展
示
期
間　

10
月
２
日（
土
）〜
25
日（
日
）

（「
秋
の
所
蔵
品
展
」内
で
展
示
）

　

※
以
降
の
展
示
予
定
は
後
日
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
石
川
県
立
美
術
館
で
開
催
予
定
の
秋
季
展

覧
会
「
加
越
能
の
美
術
‐
縄
文
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

の
名
宝
‐
」
で
も
、
当
館
所
蔵
を
含
む
等
伯
作
品
の

展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
愛
宕
権
現
図
」

②
「
達
磨
図
」（
七
尾
市
・
龍
門
寺
蔵
）

展
示
期
間　

９
月
11
日（
土
）〜
10
月
24
日（
日
）

会　
　

場　

石
川
県
立
美
術
館（
金
沢
市
出
羽
町
二
‐
一
）

　

※
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
同
展
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

石
川
県
立
美
術
館
☎
〇
七
六
‐
二
三
一
‐
七
五
八
〇
ま
で

な
デ
ザ
イ
ン
が
大
き

な
特
徴
で
す
。
制
作

技
法
や
作
風
な
ど
に

よ
り
幾
種
類
か
に
分

類
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
作
品
の
場
合
は

「
志
野
織
部
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。

③
陶
磁
器
「
色
絵
布
袋
山
水
人
物
図
硯
箱
」

初
代
徳
田
八
十
吉
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
六
）
作

　

箱
・
硯
・
水
滴
・
筆
置
・
筆
筒
と
、
筆
先
以
外
は
全

て
や
き
も
の
（
九
谷
焼
）
の
硯
箱
セ
ッ
ト
で
す
。
箱
表
に

は
布
袋
、
蓋
裏
と
身
の
部
分

に
は
山
水
風
景
と
高
士
が
描

か
れ
る
の
を
は
じ
め
、
全
て

の
道
具
の
実
に
細
か
な
と
こ

ろ
ま
で
、
絵
や
文
様
が
緻
密

な
タ
ッ
チ
で
見
事
に
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

初
代
徳
田
八
十
吉
は
石

川
県
小
松
市
出
身
で
、
古
九

谷
や
吉
田
屋
の
再
興
を
志

し
、
九
谷
焼
に
お
け
る
色
釉

の
調
合
技
法
を
研
究
し
て
新

し
い
釉
薬
を
開
発
、
ま
た
卓

越
し
た
上
絵
付
で
独
自
の
作

風
を
確
立
し
ま
し
た
。

◇
観　

覧　

料

大
高
生

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個　

人

団　

体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展
」

　
　
　
　
　
　
　

７
月
21
日(

水)

～
25
日(

日)

◆
第
三
展
示
室

1992 年「35th Jazz Greats」

「愛宕権現図」
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７
月
８
日（
木
）～
11（
日
）

　
　
　
　
　

但
し
、初
日
は
午
後
１
時
か
ら　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

公
募
に
よ
り
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心

と
す
る
絵
画
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。風
景
、花
鳥
、人
物
、

具
象
か
ら
抽
象
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　
　

日
創
会（
代
表　

丹
羽
俊
夫
）

連
絡
先　
　

三
宅
厚
史	

☎
０
７
６
７（
77
）１
３
６
８

　
　
　
　

７
月
17
日（
土
）～
19
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

郷
土
が
生
ん
だ
画
聖
長
谷
川
等
伯
の
没
後
４
０
０
年
を
記
念

し
、会
員
98
人
が
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
６
部

門
に
わ
た
り
、近
作
を
展
示
、発
表
し
ま
す
。４
月
に
開
催
し
た

等
伯
子
ど
も
写
生
大
会
の
優
秀
作
品
も
併
設
展
示
し
ま
す
。

主　

催　
　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　
　

加
地 

求（
洋
画
）	

☎
０
７
６
７（
52
）１
６
１
３

　
　
　
　

７
月
11（
日
）　

開
演　

午
後
１
時

　

８
月
７
日（
土
）、８
日（
日
）に
行
わ
れ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
の
課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
す
。講
師
は
桐

朋
学
園
大
学
付
属
音
楽
教
室
講
師
の
辻
井
雅
子
先
生（
同

コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
長
）で
す
。

入
場
料　
　

１
，５
０
０
円

主　

催　
　

石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

連
絡
先　
　

同
実
行
委
員
会
事
務
局（
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
内
）

	

☎
０
７
６
７（
53
）０
０
０
１

　
　
　
　

７
月
24
日（
土
）　

開
演　

午
後
６
時

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
学
ぶ
子
ど
も

た
ち
が
出
場
す
る
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
曲
ま
で
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演
奏

し
ま
す
。熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先　

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂	

☎
０
７
６
７（
53
）０
０
０
１

　
　
　
　

７
月
25
日（
日
）　

午
前
10
時（
予
定
）

　

こ
の
度
、ピ
テ
ィ
ナ
の
と
七
尾
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
誕
生
し

ま
し
た
。ス
テ
ッ
プ
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。日
頃
の
力
試
し
、コ
ン
ク
ー
ル
の
リ

ハ
ー
サ
ル
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。記
念
す
べ
き
ス
テ
ー
ジ
に

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

主　

催　
　

ピ
テ
ィ
ナ
の
と
七
尾
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
先　
　

㈱
開
進
堂
楽
器　

楽
器
セ
ン
タ
ー
金
沢
内

	

☎
０
７
６（
２
２
１
）１
５
４
４

　
　
　
　

８
月
１
日（
日
）　

開
演　

午
後
２
時

　

当
ス
タ
ジ
オ
も
、３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
練
習
成
果
を
、発
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。皆
様
も
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
、う
れ

し
い
で
す
。ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

大
森
結
城
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

	

☎
０
７
６
７（
53
）０
４
６
９

　
　
　
　

８
月
22
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
、ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
ピ
ア
ノ
連
弾
で
披

露
す
る
発
表
会
で
す
。小
さ
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
奏
で
る

音
を
、ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　
　

佐
藤
有
希
子
門
下
生

連
絡
先　
　

佐
藤
有
希
子	

☎
０
７
６
７（
54
）０
９
５
５

　
　
　
　

８
月
29
日（
日
）　

開
演　

午
後
２
時

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。少
人
数
で
す
が
、

舞
台
い
っ
ぱ
い
可
愛
い
オ
ー
ラ
満
開
で
踊
り
ま
す
の
で
、頑

張
る
子
ど
も
た
ち
を
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　
　

青
山
バ
レ
エ

連
絡
先　
　

津
田	

☎
０
９
０
‐
８
２
６
１
‐
６
７
９
２

　
　
　
　

９
月
14
日（
火
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

ピ
ア
ノ
や
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
と
、等
伯
没
後

４
０
０
年
を
記
念
し
、等
伯
の
魅
力
に
つ
い
て
の
講
演
を
お
こ

な
い
ま
す
。市
内
在
住
の
高
齢
者
で
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
ご

参
加
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
　

４
０
０
円

主
催
・
連
絡
先　

七
尾
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

	

☎
０
７
６
７（
68
）６
５
９
５

　
　
　
　

７
月
４
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

緊
張
す
る
け
ど
、楽
し
ん
で
演
奏
で
き
る
と
い
い
な
。小
学

２
年
生
～
6?
才
ま
で
の
門
下
生
に
よ
る
、ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　
　

川
部
真
紀
門
下
生

連
絡
先　
　

川
部
真
紀	

☎
０
７
６
７（
57
）１
６
４
１

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
案
内

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

　

第
15
回　

七
尾
日
創
展

　

第
８
回
石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン　

　

Little Pianist C
oncert Vol.12

　

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ

　

第
１
回
大
森
結
城
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
発
表
会

　

佐
藤
有
希
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

　

青
山
バ
レ
エ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

長
谷
川
等
伯
没
後
４
０
０
年
記
念

　

第
16
回 

七
尾
美
術
作
家
協
会
展

　

ヤ
マ
ハ
ジ
ュ
ニ
ア
エ
レ
ク
ト
ー
ン
コ
ン
ク
ー
ル
＆

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
２
０
１
０ 

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
大
会

　

七
尾
市
健
老
大
学
講
座

音
楽
鑑
賞
と
等
伯
没
後
４
０
０
年
記
念
特
別
講
座

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料



友
の
会
美
術
講
座
「
志
野
焼
入
門
」
開
催
報
告

　

今
年
１
月
17
日
開
催
の
本
講
座
は
、
定
員
数
12
名
が
参
加
。
澤
㟢
俊
治
先
生
と
奥
様
が
参

加
者
一
人
ひ
と
り
の
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
制
作
後
、

約
40
日
間
の
乾
燥
期
間
を
経
て
、
２
月
に
１
回
目
の
窯
入
れ（
電
気
式
窯
）、
次
は
３
月
に
２

回
目
の
窯
入
れ（
灯
油
式
窯
）、
焼
成
で
、
よ
う
や
く
完
成
！
少
々
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

そ
の
分
愛
着
た
っ
ぷ
り
の
作
品
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
先
生
は
常
に
受
講
生
の
作
品
を
最
優
先
、
窯
内

の
配
置
か
ら
仕
上
り
ま
で
気
に
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
ど
の
作
品
も
志
野
焼
独
特
の
や
さ
し
い
色
、
風

合
い
が
活
き
て
い
て
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
♪

　

澤
㟢
先
生
、
奥
様
へ
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

7

　

今
回
は
、“
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
”
京
都
国
立
博
物
館
で
の

没
後
４
０
０
年
記
念
特
別
展
「
長
谷
川
等
伯｣

の
見
学
を

メ
イ
ン
に
『
相
國
寺
』『
京
都
御
所
』
な
ど
京
都
方
面
へ
。

４
月
17
日
、
早
朝
５
時
、
集
合
場
所
付
近
は
真
っ
暗
で
雨

も
降
っ
て
い
ま
す
。
天
気
の
回
復
を
祈
り
つ
つ
出
発
！

　

午
前
10
時
、
ほ
ぼ
予
定
時
刻
ぴ
っ
た
り
に
到
着
し
ま
し

た
が
、
博
物
館
前
は
す
で
に
前
庭
の
植
栽
に
沿
う
よ
う
に

入
館
待
ち
の
長
蛇
の
列
！

　

同
館
山
本
美
術
室
長
と
毎
日
新
聞
社
本
展
担
当
佐
々

木
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
期
待
に
高
鳴
る
胸
を
抑

え
つ
つ
館
内
へ
。

　

思
わ
ず
「
が
ん
ば
っ
て
！
」
と
声
を
か
け
た
く
な
る
当

館
所
蔵
の
等
伯
作
品
、
門
外
不
出
「
千
利
休
像
」、
圧
巻
の

「
仏
涅
槃
図
」、い
つ
見
て
も
素
晴
ら
し
い
「
松
林
図
屏
風
」、

ま
さ
に
『
今
世
紀
最
大
の
大
回
顧
展
』
で
す
。

　

な
ん
と
当
日
、
毎
日
新
聞
社
か
ら
“
等
伯
の
郷
里
七
尾

か
ら
団
体
鑑
賞
”
と
い
う
こ
と
で
取
材
依
頼
が
…
！
代
表

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
斗
町
の
料
理
屋
さ
ん
で
京
懐
石
を
い
た
だ
い
た
後

は
、
相
國
寺
へ
。
係
の
方
の
ご
案
内
で
「
鳴
き
龍
」
で
有

名
な
『
法
堂
』
見
学
、
次
に
『
方
丈
』
へ
。
襖
絵
と
新
緑

の
庭
園
が
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
気
分
を
も
う
少
し
味
わ
い
た
か
っ
た
…
と
い

う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
後
の
見
学
場
所
『
京

都
御
所
』
は
入
場
時
間
厳
守
で
す
。

　

予
定
時
間
ど
お
り
受
付
し
、60
分
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
開
始
。

係
の
方
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
建
築
物
の
説
明
や
歴

史
的
背
景
を
語
っ
て
く
だ
さ
り
、
青
空
の
広
が
る
中
、
気

持
ち
の
良
い
、
有
意
義
な
御
所
参
観
と
な
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
交
通
渋
滞
も
あ
り
余
裕
が
な
く
小
走
り
で
移
動

…
と
い
う
場
面
も
あ
り
恐
縮
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
、「
春
の
京
都
」
を
満
喫
す
る
楽
し
い
旅

と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
だ
さ
っ

た
、
深
浦
孝
子
さ
ん
の
素
敵
な
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
『
こ
れ
だ
け
大
勢
の
人
を
ひ

き
つ
け
る
等
伯
の
実
力
を
実

感
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
七
尾

が
生
ん
だ
宝
で
す
。』

〜
七
尾
美
術
館　

開
館
15
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
報
告
〜

　

平
成
22
年
４
月
29
、30
日
の
２
日
間
、15
年
の
感

謝
を
込
め
て
、先
着
１
５
０
名
様
を
対
象
に
ス
ピ
ー

ド
く
じ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
賞
を
引
き
当
て
ら
れ
た
の
は
、か
ほ
く
市
高

松
町
か
ら
、ご
家
族
で
来
ら
れ
た「
藤
井
一
行
」様
。

　

１
５
０
本
中
、な
ん
と
１
４
３
番
目
の
大
当
た
り

で
し
た
。ほ
が
ら
か
で
、ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
藤
井

さ
ん
は「
良
い
思
い
出
が
で
き
た
」と
喜
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
「
あ
ら
！
美
術
館
で
く
じ
び
き
？
」「
特
賞
が
当

た
り
ま
す
よ
う
に
！
」く
じ

を
選
ぶ
表
情
は
、皆
さ
ん
楽

し
そ
う
で
、い
い
笑
顔
。４

等
賞
の
皆
さ
ん
も
、賞
品
の

喫
茶
補
助
券
で
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

どれも素敵です♪

仕上がりが楽しみ…

開
館
15
周
年
・
等
伯
没
後
４
０
０
年
記
念

第
11
回
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

友
の
会
鑑
賞
の
旅
を
終
え
て

京都国立博物館にて

相國寺の庭園

しばらく入場待ち…



石川県七尾美術館だより 第62号（夏号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi/

◎次号・第63号（秋号）は10月１日発行予定です。

割引、プレゼントなど特典いろいろ
ぜひ当館でもご利用ください。

！

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと７
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

　　　　　　　　  （７月～９月）

◆７月  1,2,5,12,20,26～30

◆８月  無休

◆９月  27～30

　◆第１・２展示室

　◆第１・２・３展示室

「秋の所蔵品展」
　 10月２日（土）〜24日（日）

　当館所蔵品より２テーマで作品を紹介します。
　テーマ①「神・仏・仙人たち」では、古来より信仰や崇敬の対象として様々な形で表現され
てきた、神仏や仙人をモチーフにした絵画や彫刻などを紹介します。
　また「等伯没後 400 年記念」として、長谷川信春（等伯）筆「善女龍王図」を特別展示予定
です。
　テーマ②「赤い作品色いろ」では、数ある色の中でも特に情熱的で ｢ アツい ｣ 色である「赤」
を効果的に使用した作品を、絵画や工芸などを中心に紹介します。

「2010イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」
　 11月６日（土）〜12月５日（日）　会期中無休

　毎年、ボローニャ市で開催される絵本原画コンクー
ルには世界中から応募があります。本展では同コン
クールより20カ国87名の個性豊かな入選作品を紹介
します。また、特別展示は2009年ブラティスラヴァ
世界絵本原画展において、グランプリを受賞したジョ
セップ・アントニ・タシエス・ペネージャ（スペイ
ン）です。印刷された絵本からは感じることのできな
い原画の魅力をお楽しみください。会期中、絵本アニ
メ上映会や絵本作り子どもワークショップなども開催
します。

石川県七尾美術館開館15周年記念　15（いちご）メニュー

「善女龍王図」長谷川信春（等伯）

コンスタンツェ・フォン・キッツィング（ドイツ）

●喫茶室からのお知らせ●

●崎山いちごのみるくパフェ  500円
　七尾特産いちごを使用、専門店のジェラート

　やさしい味のミルクプリン

　意外と合います！かわらせんべい、そして

　甘さ控えめのつぶあんも入ってます♪

●いちごソーダ  350円
　｢シュワ〜｣とすっきりさわやかな味。

●トーストセット＋手づくりいちごジャム  650円
　パン屋さんの厚切りトーストに果実がたっぷり入った

　こだわりのジャムをつけて美味しさ2倍!

パフェとソーダは9月26日（土門拳展会期中）までの期間限定！お早めに♪


